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　８月の盆過ぎには早くも滝地
区の田んぼで稲刈りがはじまっ
ていました。猛暑となった今年
の夏。とにかく暑かったですね…。 
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国民年金基金・グリーンツーリズム研修会 

熊本～ソウル線を利用して韓国へ 

債務を整理するための裁判所の手続 

おひさま通信 

シリーズ防災（№23 竜巻、突風被害①） 

ホッとＮＥＷＳ 

いのちの教育 

今月の情報【9月号】 

社協便り 

…12 

…13 

…14 

…15 

 

…16 

…17 

…18 

…20

…3 

…6

…10

News & Topics

９月１日は防災の日 

黄化えそ病が発生しています 

むらのわだいむらのわだい むらのわだい 
交通安全子ども自転車県大会、魚のつかみ取り大会 
人権同和教育推進協議会総会、夢運太鼓合宿、環境学習会 
夏季ソフトバレー大会、そうめん流しとブルーベリー狩り 
九州中学校陸上競技大会、夏季ソフトボール大会 
おやじの会キャンプ、24時間テレビ、星空観察会、地区の夏祭り 
 

曜日 備考 行事／暦 
９　月 

10　月 

日 

西原村の今月の行事は、下記のようになっています。 
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むらの月暦 
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10
固定資産税３期納期限 

国民健康保険税第５期納期限 

秋の全国交通安全運動 
９月21日～30日 

第３回西原村議会 
定例会中旬予定 

にしはら女性元気セミナー（改善センター）　防災の日 
美化作業（保育園） 
小中学校始業式 
 
熊日金婚夫婦表彰式（改善センター） 
 
 
 
高遊原相撲大会 
ＥＭ配布日　母子手帳発行ｐｍ　 
 
 
５歳児健診（改善センター） 
計量器定期検査（役場） 
 
 
 
秋季道路品評会 
寿生大学 
ＥＭ配布日 
 
山西小学校運動会 
河原小学校運動会 
 
母子手帳発行pm 
　  
お誕生学級ａｍ　ひよこ学級ｐｍ（改善センター） 
 
 
ＥＭ配布日 
 
 
 
 
 
 
 
 
にしはら女性元気セミナー（改善センター） 
にしはら保育園運動会 
 
母子手帳発行pm 
ＥＭ配布日 

村の人口 
世帯数 

男 

女 

計 

2,191世帯 

3,259人　 

3,430人　 

6,689人　 

－2 

＋6 

－1 

＋5

平成19年７月末現在 

お誕生おめでとうございます。 

男 

女 

Ｈ19.７.11 

Ｈ19.８.７ 

松永都美子（80） 

菅野ミツヱ（91） 

緒方　マキ（88） 

緒方　和雄（75） 

竹内　武志（87） 

古閑　正男（89） 

首藤　　男（76） 

丹波　一行（47） 

故人名（年齢） 

松永　義　 

菅野ヨシヱ 

緒方　武人 

緒方佐和子 

竹内　和博 

古閑エイコ 

首藤カジ子 

丹波ツギ子 

遺族氏名 

古　閑  

布　田  

田　中 

田　中 

星　田 

秋　田 

北向・新屋敷 

下布田 

地区名 

岡野　将孝 

井芹　昌晶 

緑ヶ丘 

小　森 

出生児名 性別 生年月日 保護者 地区名 

岡野　祐暉 
き ゆう おか の 

井芹　涼菜 
すず な い せり 

平成19年８月15日現在 

平成19年８月15日現在 

敬老の日 

秋分の日 
振替休日 

体育の日 
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９
月
１
日
は「
防
災

「
防
災
の
日
」
日
」で
す 
９
月
１
日
は「
防
災

「
防
災
の
日
」
日
」で
す 
９
月
１
日
は「
防
災
の
日
」で
す 

　
９
月
１
日
は
「
防
災
の
日
」、
８
月
30
日
か
ら
９
月
５
日
は
「
防
災
週
間
」
で

す
。「
防
災
の
日
」
は
、
大
正
12
年
９
月
１
日
に
発
生
し
た
関
東
大
震
災
を
教
訓

と
す
る
た
め
、
昭
和
35
年
に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。 

　
私
た
ち
の
住
む
日
本
は
、
そ
の
自
然
条
件
か
ら
、
風
水
害
、
地
震
、
火
山
噴
火

な
ど
様
々
な
災
害
が
発
生
し
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
特
性
を
理
解

し
、
災
害
か
ら
自
分
た
ち
の
生
命
と
財
産
を
守
る
た
め
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
対

処
で
き
る
よ
う
、
日
ご
ろ
か
ら
防
災
に
対
す
る
意
識
を
も
つ
だ
け
で
な
く
、
身
近

な
と
こ
ろ
か
ら
災
害
被
害
を
軽
く
す
る
取
り
組
み
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。 
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土
砂
災
害
か
ら
生
命
を
守
ろ
う

土
砂
災
害
か
ら
生
命
を
守
ろ
う 
土
砂
災
害
か
ら
生
命
を
守
ろ
う

土
砂
災
害
か
ら
生
命
を
守
ろ
う 
土
砂
災
害
か
ら
生
命
を
守
ろ
う 

　
こ
れ
ら
の
現
象
が
、
土
砂

災
害
発
生
の
す
べ
て
の
前
兆

現
象
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ

う
し
た
現
象
が
見
ら
れ
な
く

て
も
、
土
砂
災
害
が
発
生
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。  

　
ま
た
、
大
雨
が
予
想
さ
れ

て
実
際
に
降
り
始
め
た
ら
、

常
に
ニ
ュ
ー
ス
や
気
象
情
報
、

市
町
村
か
ら
の
情
報
に
気
を

配
り
ま
し
ょ
う
。
１
時
間
に

20
ミ
リ
以
上
、
ま
た
は
降
り

始
め
か
ら
１
０
０
ミ
リ
以
上

に
な
っ
た
ら
要
注
意
で
す
。  

　
土
砂
災
害
か
ら
生
命
と
財

産
を
守
る
に
は
、
事
前
に
住

ん
で
い
る
地
域
の
危
険
箇
所

や
避
難
路
な
ど
の
情
報
を
調

べ
て
お
き
、
早
め
に
避
難
す

る
こ
と
が
重
要
で
す
。 

　
い
つ
自
分
の
地
域
で
土
砂

災
害
が
起
こ
る
か
分
か
り
ま

せ
ん
。
も
し
も
の
と
き
の
た

め
に
大
切
な
こ
と
は
、
日
ご

ろ
か
ら
の
備
え
で
す
。 

土
石
流 

　
近
年
、
台
風
、
梅
雨
前
線

に
よ
る
豪
雨
、
地
震
等
に
よ

り
、
土
石
流
、
地
す
べ
り
、

が
け
崩
れ
な
ど
の
土
砂
災
害

が
増
え
て
い
ま
す
。
全
国
的

に
み
て
み
る
と
、
平
成
18
年

は
１
４
４
１
件
の
土
砂
災
害

が
発
生
し
、
特
に
平
成
18
年

梅
雨
前
線
豪
雨
で
は
32
人
の

方
が
亡
く
な
り
ま
し
た
が
、

こ
の
う
ち
の
21
人
（
66
％
）

の
方
が
土
砂
災
害
に
よ
っ
て

亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
土
砂
災
害
に
は
前
兆
現
象

が
あ
り
ま
す
。
次
の
よ
う
な

現
象
を
見
た
り
聞
い
た
り
し

た
ら
、
土
石
流
、
地
す
べ
り

な
ど
の
危
険
が
あ
り
ま
す
の

で
す
ぐ
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。 

 

・
地
鳴
り
が
し
て
い
な
い
か
。 

・
流
水
が
異
常
に
濁
っ
て
い

た
り
、
土
臭
い
に
お
い
が

し
て
い
な
い
か
。 

・
渓
流
の
水
位
が
著
し
く
減

っ
て
い
た
り
、
軽
石
が
流

れ
る
音
が
し
た
り
、
木
が

流
れ
て
き
た
り
し
て
い
な

い
か
。 

地
す
べ
り 

・
わ
き
水
が
増
え
た
り
、
止

ま
っ
た
り
し
て
い
な
い
か
。 

・
池
や
沼
の
水
位
が
急
に
変

わ
っ
て
い
な
い
か
。 

・
井
戸
水
が
濁
っ
た
り
し
て

い
な
い
か
。 

・
落
石
や
小
さ
な
崩
落
が
な

い
か
。 

・
斜
面
が
膨
ら
ん
だ
り
、
樹

木
が
傾
い
た
り
、
亀
裂
（
き

れ
つ
）
や
段
差
が
で
き
て

い
な
い
か
。 

・
地
鳴
り
や
山
鳴
り
が
し
て

い
な
い
か
。  

・
表
面
に
流
水
が
発
生
し
て

い
な
い
か
。 

・
小
石
が
ぱ
ら
ぱ
ら
と
落
下

し
て
い
な
い
か
。 

・
わ
き
水
が
発
生
し
た
り
止

ま
っ
た
り
、
水
の
量
が
増

え
た
り
、
濁
っ
た
り
し
て

い
な
い
か
。 

・
斜
面
が
膨
ら
ん
で
き
て
い

な
い
か
。  

・
地
鳴
り
が
し
て
い
な
い
か
。 

が
け
崩
れ 
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　大雨警報発表中、さらに土砂災害の危険度が高まったとき、熊本県と熊本地方気象台が
共同して市町村単位※で発表します。 
※八代市・天草市・山都町については東部・西部に分割して発表します。 

２時間先までの降雨予測を用いて土砂災害の危険度を予測、避難に必要な時間を確保します。 

発表される情報 

大
雨
注
意
報
発
表 
注　意 避　難 

避難準備 
災害時要援護者 
の避難 

大
雨
警
報
発
表 

土
砂
災
害
警
戒 

情
報
発
表 

住民の行動 

土砂災害の危険度が高くなると予想されると、この情報が発表されます。 
その他の防災情報と合わせ、自主避難の判断材料にしてください。 

８月、鳥子地区の畑では木に雷が落ち、その
巨大な木片が約10メートルも離れた場所に突
き刺さっていました。落雷のすさまじい威力
がうかがえます。 

【問合せ先】熊本県土木部砂防課 　096‐333‐2553　熊本地方気象台技術課 　096‐352‐0345

　
近
年
、
ゴ
ル
フ
・
野
球
・

サ
ッ
カ
ー
・
登
山
・
釣
り
な

ど
レ
ジ
ャ
ー
中
で
の
落
雷
に

よ
る
被
害
が
増
え
て
き
て
い

ま
す
。 

　
夏
期
の
雷
雨
は
太
平
洋
高

気
圧
の
縁
辺
部
の
大
気
の
成

層
不
安
定
に
よ
る
も
の
で
、

し
ば
し
ば
落
雷
し
て
人
や
物

に
被
害
を
与
え
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。 

　
雷
は
突
然
襲
っ
て
く
る
と

い
う
災
害
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
ゴ
ロ
ゴ
ロ
」
と
聞
こ
え
た

ら
要
注
意
。
稲
光
が
す
る
よ

う
な
ら
す
ぐ
に
避
難
し
ま
し

ょ
う
。 

安
全
な
場
所
へ
避
難 

・
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
建
物

内  

・
電
車
、
自
動
車
内 

・
木
造
建
築
内
（
柱
・
壁
及

び
全
て
の
電
気
配
線
か
ら

１
ｍ
以
上
離
れ
る
）  

外
出
先
で
の
注
意 

・
ま
ず
姿
勢
を
低
く
す
る  

・
身
に
付
け
て
い
る
金
属
を

は
ず
し
て
姿
勢
に
気
を
つ

け
て
安
全
な
空
間
へ 

・
ど
ん
な
も
の
で
も
頭
よ
り

高
く
か
ざ
す
こ
と
を
避
け

る 

・
山
の
頂
上
、
尾
根
、
岩
場
、

水
辺
は
特
に
危
険
な
の
で

注
意 

雷
に
注
意
し
ま
し
ょ
う 

防災無線、テレビ、ラジオ、インターネットなどで情報入手できます。 



　台風の接近により７月14日から延期となった16日、熊本県
運転免許センターにおいて交通安全子ども自転車熊本県大会が
開かれました。当日は、県内各地区予選を勝ち抜いた小学校の
23チームが集い、全国大会への切符を目指して、交通規則など
を問う学科テストと自転車の安全な乗り方を実践する実技テス
トに挑みました。 
　本村からは、先に行われた大津地区大会で38連覇を達成した
河原小学校チームが出場。時おり激しい雨が降るあいにくの天
候でしたが、毎日練習を積み重ねてきた成果を出し切り、優勝
こそならなかったものの見事５位入賞を果たしました。 

　夏休み最初の行事、「魚のつかみ取り大会」が７月21日に、
河原小学校の横を流れる滝川で行われました。この催しは、
西原村子ども会連合会と教育委員会が合同で毎年実施してお
り、村の自然に触れながら子どもたちの生涯の思い出づくり
とふるさとを思う心を養うことを目的とした事業です。親子
連れなど約300人が参加し、子どもたちはびしょ濡れになり
ながらも我先にと川に入り、夢中になって魚を追いかけてい
ました。 
　また、午前中は村内各地で「青少年一日一汗運動」が実施
され、子ども会、保護者、老人会などの協力のもと、それぞ
れ地域の清掃活動が行われました。おつかれさまでした。 

▲ 

河
原
小
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー 

交通安全子ども自転車熊本県大会 

　７月24日に役場大会議室で、村議会議員、教育委員、人
権擁護委員など、村内関係機関から約40人が出席し、平成
19年度西原村人権同和教育推進協議会総会が開催されました。
総会では会長の加藤義明村長から「人権侵害は絶対に許され
ません。心豊かな村づくりのために共に連携していきましょ
う。」とあいさつがあり、18年度の事業報告や19年度の事
業計画などの議案が承認されました。 
　さらに総会後、これからの人権教育・啓発をどのように進
めるかというテーマのもと、NPO法人「市町村教育改革支
援の会」副理事長の内田邦昭さんによる講演が行われました。 

▲ 

内
田
さ
ん
に
よ
る
講
演 

人権同和教育推進協議会総会 

▲  

今
年
も
滝
川
が
大
賑
わ
い 

学校週５日制対応事業 

　７月28日にトレーニングセンターで、県内各地の太鼓団体に
よる合同合宿が開かれました。合宿には、西原村子ども夢運太
鼓のメンバー15人のほか、田原坂太鼓、西里太鼓、菊池農業高
校太鼓部の皆さんが参加。子どもから大人まで約50人が一堂に
会し、田原坂太鼓副会長の柏木博光さんの指導のもと、かまえ・
なおれ・基本打法などの練習に汗を流しました。 
　そして、各団体の太鼓演奏の披露もあり、夢運太鼓のメンバ
ーたちは真剣な表情でそれぞれの演奏に聞き入っていました。
また、練習後にはバーベキュー大会もあり、練習の疲れを癒す
とともに太鼓を通して親睦が図られていたようです。 

▲  

練
習
に
取
り
組
む
メ
ン
バ
ー 

 

夢運太鼓が合宿参加 
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　７月31日に中央公民館で、夏休み環境学習会「ＥＭダンゴで
環境を守ろう」が開催され、村内の小学生約60人が参加しまし
た。児童たちは、環境問題について学習を深めたあと、米ぬか
でつくった「ボカシ」と土、ＥＭ菌を混ぜ合わたものを野球ボ
ールほどの大きさに丸めて、ＥＭダンゴを完成させました。 
　今回作ったEMダンゴは発酵させたのち、８月下旬に児童た
ちが大切畑の堤に投げ込む予定です。参加した児童たちからは、
「これからもきちんとゴミの分別をします」「電気の無駄使い
はしません」などの声が聞かれました。 

　西原村バレーボール協
会主催の夏季ソフトバレ
ー大会が、８月４日にト
レーニングセンターで開
催されました。今大会に
は総勢８チ－ムの参加が
あり、２パートに分かれ
て熱戦が繰り広げられま
した。11月には秋季大
会が予定されています。 

▲ 

Ｅ
Ｍ
ダ
ン
ゴ
を
つ
く
る 

児
童
た
ち 

夏休み環境学習会 

　８月６日、今年で10回を迎える滝地区主催の「そうめん
流しとブルーベリー狩り」が、滝交流農園および白糸の滝を
拠点として開催されました。当日は村内外から家族連れなど
約160人が参加。近くの農園で濃い紫に色付いた大粒のブル
ーベリーを存分に味わいながら収穫を体験したあと、地元住
民の方が竹を切り出してつくった台で白糸の滝を眺めながら
そうめん流しを楽しみました。 
　また、魚のつかみ取りも行われ、夏の青空のもと、水着を
着て準備万端の子どもたちは夢中になってヤマメを追いかけ
ていました。 

▲ 

そ
う
め
ん
流
し
を
楽
し
む 

参
加
者
た
ち 

 

そうめん流しとブルーベリー狩り 

▲  

Ｂ
パ
ー
ト
優
勝 

バ
ン
ビ
Ｂ 

▲  

Ａ
パ
ー
ト
優
勝 

TE
A
M
 G
A
K
U
YA
 

 

夏季ソフトバレー大会 

　８月11、12日に沖縄市の沖縄県総合運動公園陸上競技場で、
第29回九州中学校陸上競技大会が開かれました。今大会には、
西原中学校２年の藤本優未選手が女子低学年80ｍハードルの種
目に出場。当日は雨と風が強くプログラムが遅れ、決勝が行わ
れない２組のタイムレースに競技が変更になるなど、コンディ
ションの良い状態ではありませんでしたが、見事２位に輝きま
した。 
　藤本選手は、「走る前はとても緊張したけど入賞できて嬉し
いです。」と大会を振りかえり、「８月の終わりにあるジュニ
アオリンピック県予選に向けてまた練習をがんばります。」と
今後の抱負を語ってくれました。 

▲  

九
州
大
会
２
位
に
輝
い
た 

藤
本
選
手 

九州中学校陸上競技大会 

7 広報西原９月号 



　西原村ソフトボール愛好会主催の夏季ソフトボール大会が、
７月31日から８月16日にかけて村民グラウンドでナイターに
て開催されました。今大会には７チームの参加があり、２パー
トリーグ戦方式で、連夜白熱した試合が展開されました。 
　そして、決勝戦に勝ち上がった「Ｍクラブ」が「高遊」を破
り、見事前年度から引き続き５期連続で優勝を果たしました。
10月には秋季大会が予定されています。「Ｍクラブ」の連続優
勝を阻止するのはどのチームなのか、今後の大会に注目が集ま
ります。 

　８月18、19日に滝交流農園で、「かわはらんおやじの会」
第２回サマーキャンプが開催され、河原小学校児童45人とお
やじ26人が参加しました。児童の自主性を大事に自分ででき
ることは自分でやることを基本とし、まずはテントの設営や竹
を使った箸や器づくりからスタート。食事も班ごとに準備から
片付けまで、みんなで協力しあって作りました。 
　また、白糸の滝の上にある「二段滝」まで探検に出かけたり、
ドラム缶風呂に入ったりと、子どもたちにとってはじめての体
験が盛りだくさん。夜はキャンプファイヤーのかたわら、地元
の緒方正範さんから奇姫伝説の話を伺いました。おやじたちの
サポートにより、滝の自然の中で思い出に残るキャンプとなっ
たようです。 

夏季ソフトボール大会 

　昨年に引き続き、阿蘇ミルク牧場が日本テレビ系列で放映
される24時間テレビ「愛は地球を救う」の募金受付会場と
なり、８月19日にそのイベントが開催されました。そして
今年も、障害者自立支援センター「たんぽぽハウス」や西原
中学校生徒会、西原村観光推進協議会の皆さんがボランティ
アとして参加し、牧場を訪れた人々に募金の呼びかけなどを
行いました。 
　また、「人生が変わる瞬間」をテーマに、日本国際童謡館
の大庭照子さんらと一緒に西原中学校吹奏学部がコンサート
に出演。心を込めた演奏を披露し、観客から盛んな拍手を送
られていました。 

▲ 

西
原
中
学
校
生
徒
会
に
よ
る 

募
金
の
呼
び
か
け 

人生が変わる瞬間 
と き  

▲  

火
起
こ
し
も
自
分
た
ち
で 

かわはらんおやじの会サマーキャンプ 

　８月19日、子どもたちに夏休みの思い出をつくってもらおう
と青少年の森キャンプ場「風の里」で星空観察会が開かれまし
た。当日は、星の観察に詳しい西原中学校の平塚勝一校長を講
師に迎えて夜の訪れを待ちましたが、あいにくの曇り空でした。 
　そこで、研修室にパソコンを使ったプラネタリウムが設けら
れ、七夕伝説で有名な琴座やわし座、赤い星が光るさそり座な
ど、夏の夜空に見える星の話が始まると、参加した約60人の小
中学生は興味深そうに耳を傾けていました。そして、一人ずつ
星座早見板を手づくりし、さっそく使い方を教わっていました。
空を仰ぐと満天の星が輝く西原村の夜空、大切にしていきたい
ですね。 

▲  

星
空
観
察
会
の
よ
う
す 

夏休みの思い出づくり 

8

▲ 

優
勝
し
た
Ｍ
ク
ラ
ブ 

と　き 
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　８月の中旬から下旬にかけて、各地区

で夏祭りが開催されました。会場やプロ

グラムなどすべてが住民の手づくりです。

どの地区でも、金魚すくいやかき氷などの出店が並

んで祭りの雰囲気を盛り上げ、ステージではラムネ

の早飲みや歌に踊りにと、子どもから大人まで出演

して会場を沸かせていました。 

　地域が一体となって準備から片付けまでを行う祭

りを通じて、自然と住民同士の交流も進み、地域づ

くりへとつながっていたようです。 
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　阿蘇南部地域のナス栽培ほ場で「黄化えそ病」が発生しています！
この病気は、トマト黄化えそウイルス（TSWV）により引き起こ
され、500種以上の植物に感染します。主にナス科、キク科、マ
メ科などの野菜や花で発生して多大な被害を与えます。 
　今後、発生地域が広がる恐れがありますので、早期発見と防除
の徹底に努めましょう。 

葉に退緑、黄化、輪紋、
えそを生じる。 
茎にえそ、湾曲を生じる。 
株全体がわい化する。 

【問合せ先】阿蘇地域振興局 農業普及指導課  　0967‐22‐0622

【問合せ先】熊本県立農業大学校  　096‐248‐1188

平成20年度 

野菜・花を栽培されている方へ 

黄化えそ病が発生しています 黄化えそ病が発生しています 黄化えそ病が発生しています 
ミカンキイロ 
　　　アザミウマ 
体長約１～２mmほ
どの小さな虫が黄化
えそウイルスを媒介 

トルコギキョウ 
葉にやや不鮮明な大型の褐
色斑紋を生じ、褐色えそ斑に
なる。 
生長点付近の葉は、えそ斑点
やえそを生じ、奇形となる。 

ナ　ス 

葉に退色輪紋、えそ輪紋、葉
脈間がえ死する。 
茎にえそ条斑、扁平化、曲が
りを生じる。 

キ　ク 
葉・茎・葉柄に褐色えそ斑を
生じ、黄化枯死する。 
果実には褐色えそ斑を生じ、
こぶ状の奇形果となる。 

トマト 

病徴 

伝染の 
方法 

◆アザミウマ類だけがトマト黄化えそ病（TSWV）を媒介します。 

　特にミカンキイロアザミウマには注意が必要です。 

◆雑草には感染源になるものがあります。ほ場内外の除草を徹底しましょう。 

◆ハサミ等による管理作業、種子、土壌、他の害虫（アブラムシ類・コナジラミ類）などでは伝染しません。 

　本校は、農業改良助長法（農林水産省）に基づ
く農業者研修教育施設ですが、平成18年６月に学
校教育法（文部科学省）に基づく専修学校として
も認められました。このため本校卒業生は、「専
門士」（短期大学士、準学士と同程度）の称号が受
けられます。 
　また、本年度より、推薦入学者選抜に、「地域推
薦選抜」を設けました。高等学校をすでに卒業さ
れた方も、市町村長の推薦により出願できます。 

推薦入学者選抜 
　願書受付期間：９月10日（月）～18日（火） 
　試 験 日：10月４日（木） 
一般入学者選抜 
　願書受付期間：10月29日（月）～11月５日（月） 
　試 験 日：11月21日（水） 
定　員　農学部（農産園芸・野菜・畜産）80名 
入学試験手数料　2,200円 

※疑わしい症状がある場合には、阿蘇地域振興局農業普及指導課、ＪＡ阿蘇へ連絡をお願いします。 
■農薬使用時は、農薬使用基準を守りましょう！ 
　使用基準が変更されることがあります。使い慣れた農薬でも必ずラベルを確認してから使用しましょう。 

　隣接した作物から基準値を超える農薬が検出されると流通できなくなるため、飛散しないよう充分な注意をし

　ましょう。 

■収穫等の農繁期を迎え農業機械の使用が多くなります。事故には充分注意しましょう！ 
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　現在、農業委員会への申請受付は、奇数月の15

日までとしていますが、締切日ぎりぎりの提出が

増えてきています。申請の内容によっては調査等

が必要になり、提出された日に受付ができず、委

員会で審議することができない場合もありますので、

早めに申請書の提出をお願いします。 

　西原村開発指導要項に基づく届出が必要な開発

を計画されている場合は、役場総務課への届出及

び回答を受けた後に、農業委員会へ申請をしてい

ただきますようお願いします。 

　なお、９月の農業委員会への申請受付の締切りは、

15日が土曜日になるため、9月14日（金）です。
農地の売買・貸し借り・転用等を計画されている

方は地元農業委員か産業課農業委員会事務局まで

早めに連絡をお願いします。 

　農業委員会の開催日は9月25日（火）の予定です。 

　林業作業は高所や傾斜地など危険箇所で木の伐
倒などを行うため、重大事故につながりやすく、
全国的にも死亡災害が増加しています。作業にあ
たっては安全管理の徹底に努めましょう。 

・作業現場、作業方法の安全を十分に確認する。 
（足場の確保、周囲確認） 

・伐木作業・伐倒方法は適切か、伐倒方向を確認
し十分に合図を取り合ってから作業を行う。 

・伐倒木の動きは予測が難しいため（ズレ落、跳
ね上げ、引きずり等）、作業前にあらかじめ危
険を想定して複数の退避方向・退避場所を確保
すること。 

・機械操作は正確かつ慎重に。 
・極力一人で作業しない。 
・「慣れているから」「大丈夫 
だろう」「早く終わらせよう」 
といった油断、焦りは禁物です。 

【問合せ先】農業委員会事務局（役場産業課内） 
279‐4396

農業委員会から 
お知らせ 

農業委員会から 
お知らせ 

農業委員会から 
お知らせ 

ケガをしないように細心の注意を払って下さい。ケガをしないように細心の注意を払って下さい。 ケガをしないように細心の注意を払って下さい。 

　
現
在
行
っ
て
い
る
事
業
継
続
の
見
通
し

が
つ
か
な
い
中
小
企
業
者
の
方
は
、
事
業
・

財
務
の
リ
ス
ト
ラ
が
遅
れ
て
、
借
入
債
務

が
急
増
し
、
そ
の
後
の
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
が

困
難
と
な
る
事
例
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。 

　
ま
た
、
廃
業
を
経
験
し
た
方
が
再
度
起

業
を
し
よ
う
と
し
た
場
合
に
，
民
間
金
融

機
関
か
ら
融
資
を
受
け
ら
れ
ず
、
過
去
の

廃
業
経
験
を
活
か
せ
な
い
と
い
っ
た
事
例

も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。 

　
こ
う
い
っ
た
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
お
け
る

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
対
し
て
、
中
小
企
業

診
断
士
、
税
理
士
、
弁
護
士
、
司
法
書
士

等
の
専
門
家
に
よ
る
無
料
相
談
を
行
な
う

こ
と
に
よ
り
広
く
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
促
進

を
図
り
ま
す
。 

 

早
期
転
換
・
再
挑
戦
支
援
窓
口
に

お
け
る
無
料
相
談 

Ⅰ
．事
業
転
換
・
撤
退
の
相
談
に
対
し
て 

①
財
務
諸
表
等
に
基
づ
く
経
営
診
断
を
実

施
し
、
早
期
の
事
業
転
換
・
再
生
の
た

め
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
事
業
撤
退
の
提
案

を
し
ま
す
。 

②
金
融
機
関
と
の
連
携
に
よ
る
支
援 

③
必
要
に
応
じ
、
中
小
企
業
診
断
士
・
弁

護
士
・
税
理
士
等
の
専
門
家
に
よ
る
サ

ポ
ー
ト
も
行
い
ま
す
。 

 

Ⅱ
．再
起
業
の
相
談
に
対
し
て 

①
再
起
業
に
係
る
事
業
プ
ラ
ン
作
成
の
ア

ド
バ
イ
ス 

②
再
起
業
に
係
る
支
援
機
関
の
紹
介 

③
政
府
系
金
融
機
関
等
と
の
連
携
に
よ
る

支
援 

④
必
要
に
応
じ
、
中
小
企
業
診
断
士
・
弁

護
士
・
税
理
士
等
の
専
門
家
に
よ
る
サ

ポ
ー
ト
も
行
い
ま
す
。 

 

　
詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
商
工
会
、
ま
た

は
熊
本
県
商
工
会
連
合
会
広
域
振
興
課
へ

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。 

【
問
合
せ
先
】 

西
原
村
商
工
会
　
　
２
７
９
‐
２
２
９
５ 

 

熊
本
県
商
工
会
連
合
会
広
域
振
興
課 

 

中
小
企
業
の
事
業
再
生
や
廃
業
経
験
者
の
再
起
業
を 

　
　
　
　
　
　
目
指
す
方
を
協
力
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
ま
す 

　
０
９
６
‐
３
２
５
‐
５
１
６
１ 
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　総務省統計局（熊本県・西原村）では、10月1日に就業構造基本調査を実施します。 
　この調査は、国民のふだんの就業・不就業の状態を詳細に把握することにより、雇
用政策を始め、経済政策などの各種行政施策を立案する際の基礎資料となります。 
　調査の対象となった世帯には、9月下旬に統計調査員が伺いますので、ご協力をお
願いします。 

総務省統計局・熊本県・西原村 

国民年金基金に加入して 
年金を増やしませんか 
国民年金基金に加入して 
年金を増やしませんか 
国民年金基金に加入して 
年金を増やしませんか 

　国民年金基金は、公的な年金制度です。20歳以上
60歳未満で国民年金保険料を納めている方（第1号被
保険者）ならどなたでも安心して加入できます。（農業者
年金加入者は加入できません。） 
　加入は希望する時からいつでも加入でき、掛金は、性
別、加入する時の年齢、加入する型により決まります。加
入年齢が低いほど少ない掛金で大きな年金が約束さ
れます。 
　掛金の支払いは60歳まで、年金の受け取りは65歳
から。（Ⅲ型は60歳から） 
　掛金は、全額社会保険料控除の対象となります。また、
年金は公的年金等控除が適用され所得税、住民税等
などの税制上の優遇措置が受けられます。 
ホームページ　http://www.kumamotokikin.or.jp 
【問合せ先】熊本県国民年金基金 
　　　　　　096‐387‐2220

グリーン・ツーリズム研修会 グリーン・ツーリズム研修会 グリーン・ツーリズム研修会 
　阿蘇地方では、年々都市と農村の交流活動が活発に
なり、農業体験、農家民泊、農家レストラン等の組織数
も100を超えました。そこで、現在取り組んでいる人及
び今後取り組もうと考えている人を対象に、これからの
展開について考えると共にお互いの交流を目的に研
修会を開催します。入場は無料です。 
期日　10月3日（水）午後1時30分～ 
場所　阿蘇地域振興局2F大会議室 
内容　①講演「これからのグリーン・ツーリズムの展開」 
　　　　小国町役場行政経営局　江藤訓重氏 
　　　②実践事例発表 
　　　③意見交換　　＊研修会終了後、個別相談会 
対象　・現在農業体験、農家民泊、農家レストラン等
　　　　実施組織 
　　　・今後、取り組もうと考えている農家、関係機
　　　　関（市町村、JA等） 
【問合せ先】阿蘇地域振興局農林部農業普及指導課 
　　　　　　0967‐22‐5212

　「阿蘇くまもと空港」へのリムジンバス・シャト
ルバスの試験走行を行い、「阿蘇くまもと空港」
と「熊本駅」を結ぶリムジンバスの運行時間短
縮に向けて、新ルートの試験走行を実施します。 
　また、「光の森駅」と「肥後大津駅」の各駅から、
空港へのシャトルバスの試験走行も行います。 
詳しくは、県ホームページをご覧下さい。 
ホームページ 
http://www.pref.kumamoto.jp/ 
実施期間　10月1日（月）～28日（日） 
※各ルートごとに1週間実施 
【問合せ先】熊本県交通対策総室 
　　　　　　　096‐333‐2164

阿蘇くまもと空港へ 
バス試験走行実施 
阿蘇くまもと空港へ 
バス試験走行実施 

　阿蘇まるごと検定実行委員会では、平成23
年春の九州新幹線全線開業を見据え、阿蘇地
域の魅力を情報発信するとともに、地域のホ
スピタリティー（もてなしの心）の向上を図る
ため、平成20年2月に「阿蘇まるごと検定」を
実施することとしています。 
　この度、阿蘇の自然をはじめ、歴史、文化、
観光等についてとりまとめた「阿蘇まるごと検
定公式ガイドブック～阿蘇の達人～」を作成し、
県内外の主要書店等において販売しています。
（1冊1,500円） 
　テキストブックは、「阿蘇まるごと検定」の参考書として、また、阿蘇の観
光ガイドブックとして御活用いただける内容となっていますので、是非、御
購入のうえ、検定の受験等に御活用ください。 
【問合せ先】阿蘇地域観光推進協議会事務局 
　　　　　阿蘇まるごと検定実行委員会事務局 
　　　　　　 0967‐22‐3903（阿蘇地域振興局総務振興課内） 
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秋の全国交通安全運動は 
・広く県民の皆さんに交通安全思想の普及、浸透を図
　ること 
・交通ルールを守り、正しい交通マナーの実践を習慣
　付けること 
・県民自身による道路交通環境の改善に向けた取組み
　を推進すること 
により、交通事故の防止の徹底を図ることを目的に実
施されます。 

　自動車損害賠償責任保険（共済）－いわゆる自賠責－
は年間約119万件もの交通事故の被害者の方に支払わ
れていることをご存じでしょうか。 
　最近10年間で交通事故の死傷者は約25％増加し、
116万人以上の方が亡くなったり、負傷しています。
多発する交通事故は、国民の誰もが交通事故の被害者
にも加害者にもなる可能性があります。 
　被害者だけでなく加害者にとっても悲惨な結果をも
たらす交通事故。ドライバーひとりひとりが、一層の
安全運転に心がけることが必要になっています。 
　自賠責保険（共済）は、万一の交通事故の際の基本
的な対人賠償を目的として、バイク・原動機付自転車
を含むすべての自動車の保有者に加入が義務付けられ
ている強制保険です。 
　自賠責保険（共済）の限度額は、交通事故の被害者
に対する最低保障という考え方で決められており、死
亡3,000万円、傷害120万円等となっています。 
　なお、無保険（無共済）車の運行はドライバーの基
本マナーに反するばかりでなく、罰則の対象にもなり
ます。特に車検制度のないバイク、原動機付自転車は
「期限切れ」「かけ忘れ」にご注意下さい。 

◆飲酒運転の根絶 
◆夕暮れ時と夜間の歩行中・自転車 
乗用中の交通事故防止 
◆後部座席を含むシートベルトと 
チャイルドシートの正しい着用の徹底 

ひとりひとりが交通ルール・マナーを守り、交通事故
のない安心して暮らせる地域を目指しましょう。 

秋の全国交通安全運動 秋の全国交通安全運動 
9月21日（金）～30日（日） 

高齢者の交通事故防止 
運動の基本 

運動重点 

自動車損害賠償責任保険 自動車損害賠償責任保険 自動車損害賠償責任保険 

　
今
、韓
国
の
ソ
ウ
ル
は「
食
べ
る
・
遊
ぶ
・
買
う
」

の
全
て
が
楽
し
め
る
街
と
し
て
、大
変
人
気
が

あ
り
ま
す
。ま
た
、阿
蘇
く
ま
も
と
空
港
か
ら
わ

ず
か
95
分
ほ
ど
で
行
け
る
身
近
さ
も
、非
常
に

大
き
な
魅
力
で
す
。 

　
こ
の
秋
、熊
本
県
と
姉
妹
提
携
を
結
ん
で
い

る
忠
清
南
道
の
広
州
市
と
扶
余
郡
に
お
い
て
、

10
月
11
日（
木
）か
ら
15
日（
月
）ま
で
の
5
日
間
、

「
第
53
回
百
済
文
化
祭
」が
開
催
さ
れ
ま
す
。こ

の
文
化
祭
で
は
、百
済
時
代
の
王
族
の
行
列
を

再
現
し
た
パ
レ
ー
ド
や
、民
族
芸
能
の
公
演
、百

済
時
代
の
土
器
の
制
作
体
験
な
ど
、様
々
な
催

し
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、九
州
か
ら
も
た
く
さ

ん
の
観
光
客
が
訪
れ
る
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。 

　
阿
蘇
く
ま
も
と
空
港
国
際
線
振
興
協
議
会
で

は
、熊
本
〜
ソ
ウ
ル
線
を
よ
り
多
く
の
方
に
利

用
し
て
い
た
だ
く
た
め
、熊
本
〜
ソ
ウ
ル
線
を

利
用
し
て
、新
た
に
韓
国
企
業
と
の
間
で
ビ
ジ

ネ
ス
を
開
始
す
る
企
業
等
に
対
す
る
助
成
な
ど
、

各
種
の
助
成
制
度
を
ご
用
意
し
て
お
り
ま
す
。 

　
観
光
に
、シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
に
、ビ
ジ
ネ
ス
に
。お

隣
の
韓
国
に
行
か
れ
る
際
は
、便
利
な
熊
本
〜

ソ
ウ
ル
線
を
ご
利
用
下
さ
い
。 

チ
ュ
ン
チ
ョ
ン
ナ
ム
ド 

コ
ン 

ジ
ュ 

ブ   

ヨ 

※各事業とも予算額を超える申込みがあった場合は、先着順となります。 【問合せ先】阿蘇くまもと空港国際線振興協議会　　　096-333-2165

熊本　⇒　ソウル 
運行曜日 

月曜 

木曜・土曜 

熊本発 

17：40 

12：20

ソウル着 

19：20 

14：00

ソウル　⇒　熊本 
運行曜日 

月曜 

木曜・土曜 

ソウル発 

15：10 

  9：50

熊本着 

16：40 

11：20

主な助成事業 

助成事業名 助成内容 助成額 

団体利用 
促進事業 

ビジネス交流 
促進助成事業 

熊本～ソウル線を利用する10
人以上の団体に対して助成を行
います。 

県内に事業所等を置く企業等が
熊本～ソウル線を利用して、新
たに韓国の企業等との間で商談
等を行う場合に、その渡航費用
の一部を助成します。 

1人当たり4,000円 
※1団体当たり1回、
　30万円を上限とし
　ます。 

1人当たり6,000円 
※1団体当たり年3回、
　1回当たり3人まで
　を限度とします。 



14

債務を整理するための裁判所の手続 債務を整理するための裁判所の手続 債務を整理するための裁判所の手続 債務を整理するための裁判所の手続 
　
個
人
で
あ
る
債
務
者
が
、借
入
れ
や

商
品
の
購
入
等
に
よ
り
債
務（
借
金
や

購
入
代
金
等
の
支
払
義
務
）が
増
え
た

り
、何
ら
か
の
事
情
で
収
入
が
減
っ
た

り
し
て
、債
権
者（
支
払
先
）に
約
束
ど

お
り
支
払
う
こ
と
が
困
難
と
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。 

　
こ
の
よ
う
な
場
合
に
、債
務
を
整
理

し
、生
活
を
立
て
直
す
た
め
の
裁
判
所

の
手
続
と
し
て
、特
定
調
停
、個
人
再
生
、

破
産
の
手
続
な
ど
が
あ
り
ま
す
。 

　
今
後
も
支
払
を
続
け
る
こ
と
が
で

き
そ
う
か
ど
う
か
、話
合
い
で
解
決
で

き
そ
う
か
ど
う
か
な
ど
の
事
情
に
よ
り
、

手
続
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

   

債
権
者
と
の
話
合
い
に
よ
り
、
返
済

方
法
を
見
直
す
手
続
で
す
。 

　
債
権
者
と
返
済
方
法
（
返
済
額
、

回
数
等
）
な
ど
に
つ
い
て
、
話
合
い

に
よ
り
、
経
済
的
な
立
て
直
し
を
図

る
た
め
の
手
続
で
す
。
民
間
か
ら
選

ば
れ
た
調
停
委
員
が
手
続
に
関
与
し
、

債
務
者
が
経
済
的
再
生
を
図
れ
る
よ
う
、

合
意
に
向
け
た
調
整
を
図
り
ま
す
。

合
意
に
達
し
た
場
合
、
合
意
の
内
容

ど
お
り
返
済
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

　
合
意
に
達
し
な
い
場
合
で
も
、
裁

判
所
は
、
適
切
と
思
わ
れ
る
返
済
方

法
等
を
決
定
（
「
調
停
に
代
わ
る
決
定
」

と
い
い
ま
す
。
）
す
る
こ
と
が
で
き
、

こ
れ
に
双
方
か
ら
異
議
が
出
な
け
れ
ば
、

合
意
に
達
し
た
場
合
と
同
様
に
、
そ

の
決
定
内
容
に
従
っ
て
返
済
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。 

   

法
律
で
定
め
ら
れ
た
手
続
に
よ
り
債

務
の
支
払
計
画
を
立
て
る
手
続
で
す
。 

　
債
務
者
が
、
将
来
の
給
料
な
ど
の

収
入
に
よ
っ
て
、
法
律
で
定
め
ら
れ

た
一
定
額
以
上
の
債
務
を
分
割
し
て

支
払
う
計
画
を
立
て
ま
す
。
債
権
者

の
意
見
な
ど
を
聞
い
た
う
え
で
、
そ

の
計
画
を
裁
判
所
が
認
め
れ
ば
、
手

続
に
反
対
す
る
債
権
者
も
含
め
、
そ

の
計
画
に
従
っ
た
支
払
を
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
残
り
の
債
務
が
免
除
さ

れ
ま
す
。 

　
住
宅
ロ
ー
ン
が
あ
っ
て
も
、
一
定

の
条
件
を
満
た
す
場
合
に
は
、
住
宅

を
手
放
さ
ず
に
お
く
こ
と
も
可
能
で
す
。 

   

債
務
者
の
財
産
を
お
金
に
換
え
て
債

務
者
に
分
配
す
る
手
続
で
す
。 

　
債
務
者
の
全
財
産
を
充
て
て
も
債

務
を
返
済
で
き
な
く
な
っ
た
場
合
に
、

債
務
者
の
財
産
を
お
金
に
換
え
て
債

権
者
に
公
平
に
分
配
す
る
手
続
で
す
。

併
せ
て
、
債
務
の
支
払
義
務
を
免
除
し
、

経
済
的
な
立
ち
直
り
を
助
け
る
免
責

手
続
を
利
用
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。 

　 　
各
手
続
の
選
択
に
当
た
っ
て
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
手
続
の
特
徴
を
十
分
に

理
解
し
て
い
た
だ
い
た
上
で
、
今
後

も
一
定
額
の
支
払
を
続
け
る
こ
と
が

で
き
そ
う
か
ど
う
か
、
話
合
い
で
解

決
で
き
そ
う
か
ど
う
か
な
ど
の
事
情

に
よ
り
、
ど
の
手
続
が
最
も
適
し
て

い
る
か
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

　
破
産
、
個
人
再
生
、
特
定
調
停
の

各
手
続
の
特
徴
に
つ
い
て
は
、
裁
判

所
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
中
の
「
債
務
を

整
理
す
る
た
め
の
裁
判
所
の
手
続
に

つ
い
て
」
に
お
い
て
も
紹
介
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス 

h
ttp
://w

w
w
.co
u
rts.g

o
.jp
/

特
定
調
停
手
続 

個
人
再
生
手
続 

破
産
手
続 

借金を整理したい… 
生活を立て直したい… 
借金を整理したい… 
生活を立て直したい… 

話合いに 
よる解決 

特定調停手続 個人再生手続 破産手続 

法律に定められた手順による 
債務の整理 

計画弁済型 財産処分型 
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子育て支援室 

　暑さが続き、何となく体がだるそうでぼんやりすることの多い子どもたち。家庭での生活が
不規則だったり生活リズムが崩れたりしがちですので、なるべく早くリズムを取り戻して、安
定して遊びを楽しめるようにしてあげて下さい。 
　子どもたちは、何にでも興味を示し、自分からいろいろなものを見つけて遊びはじめます。
その中には大人がつい制止したくなるような“いたずら”もたくさんあります。しかし、子ど
もたちはやりたくてたまらない遊びをすることで様々な力が育っていきます。 
　すぐに「ダメ！」と言うより、むしろ何をおもしろがっているのかをよく観察して、次の遊
びへとつなげていきましょう。 

○水あそび 

○うちわが完成 

　竜巻は季節を問わず台風、寒冷前線、低気圧に

伴い、日本のどこでも発生しています。特に台風シ

ーズンの9月に最も多く発生し、年平均で約17個

の竜巻が発生しています。 

備えあれば… 

No 23【竜巻、突風災害①】 

【問合せ先】 総務課 防災係　　279-3111

自分自身の防災力を高めましょう。 

竜巻による被害の特徴 
突発的に発生し、猛烈な風が吹く 

短時間に狭い範囲に被害が集中 
　2006年9月の宮崎県延岡市の竜巻は、約５分間に最大
幅300ｍ、長さ7.5㎞を移動し、被害をもたらしました。 

竜巻自体の移動スピードが速いと被害が大 
　2006年9月の宮崎県延岡市の竜巻は、時速約90㎞で
移動し、全壊79棟、半壊348棟、死者3名、負傷者143名
の被害をもたらしました。 

にしはら保育園子育て支援センター 

2009年 

　裁判員制度とは、国民のみなさ
んに裁判員として刑事裁判に参加
してもらい、裁判員と裁判官が１
つのチームになって、被告人が有
罪かどうか、有罪の場合どのよう
な刑にするかを一緒に話し合って
もらう制度です。 
Ｑ：裁判には時間がかかるのではないですか？ 
Ａ：実際の審理日数は、それぞれの事件の内容などに
より異なりますので、一概には言えませんが多くは
数日間で終わるのではないかと見込まれています。 
Ｑ：裁判員になったことでトラブルに巻き込まれませ
んか？ 
Ａ：裁判員の名前や住所などは公にはされません。 
評議の際にどの裁判員がどんな意見を述べたかは
明らかにされません。 
裁判員の皆さんの安全を確保するために、裁判員
やその親族に対し、威迫行為をした者を処罰する規
定が設けられています。 
裁判員制度に関する詳しい情報は、 
HPアドレス　http://www.saibanin.courts.go.jp/ 

熊本地方裁判所 

裁判員制度 
今月のQ＆A

　８月は毎週火曜
日の午前中に水あ
そびを行いました。
大きなビニールプ
ール２つにペットボ
トルや魚のおもちゃ、ボールなどを浮かべて、お
友だちとたくさん遊びました。 
　暑い夏も少しだけ涼しい時間を過ごすことが
できたようです。 

　毎年恒例のうちわづくりを行いました。あじさ
い・かえる・かたつむりの梅雨の制作、えのぐ遊
びをしたものを土台にすいかとクワガタの制作、
ひまわりとてんとう虫の夏の制作などを組み合
わせてうちわを完成
させました。 
　うちわの土台は牛
乳パックで作ったので
丈夫で使いやすいです。 

　車が持ち上げられ、飛ばされるほどの
強風(風速70m/s以上)が吹くこともあり、
激しい上昇気流を伴い、進路に当たる物
体を巻き上げながら移動します。 
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５
月

　
５
月
24
日
に
行
わ
れ
た
、
お
誕
生
学
級
に

日
に
行
わ
れ
た
、
お
誕
生
学
級
に

お
邪
魔
し
て
、
写
真
を
撮
ら
せ
て
頂
き
ま
し

お
邪
魔
し
て
、
写
真
を
撮
ら
せ
て
頂
き
ま
し

た
。
む
ぞ
ら
し
か
で
す
ね
！

た
。
む
ぞ
ら
し
か
で
す
ね
！ 

　
５
月
24
日
に
行
わ
れ
た
、
お
誕
生
学
級
に

お
邪
魔
し
て
、
写
真
を
撮
ら
せ
て
頂
き
ま
し

た
。
む
ぞ
ら
し
か
で
す
ね
！ 

野口　昇大 くん 
のぐち しょうた 

洋紀さん･真由美さん(布田)

強く、たくましい子に成長し
てね。 

和美さん（河原団地） 

じぃじぃ、ばぁばぁこれから
もよろしくね。 

山　さやか ちゃん 
やまざき 

パパ、にぃにいっぱいあそん
でね！ 

坂梨　陽翔 くん 
さかなし はる  と 

睦浩さん・初子さん(布田)

堀田　七歌 ちゃん 
ほり  た ななか 

Hello everyone!  
My name is Jason Scott Penner, or 
Jay Penner for short. I am the new 
ALT in Nishihara-mura. I am from a 
small city called Winnipeg, in 
Manitoba, Canada. I am excited to 
be in Nishihara-mura. I have a small 
family, a mother, father, and one 
younger sister, whose name is 
Janessa.  
I like being in nature and I think 
Nishihara-mura is a beautiful town 
and I am happy to be here. I am 
looking forward to meeting many 
people and making many friends 
here. Please don’t be shy and say 
hello in English or Japanese. I look 
forward to meeting all of you. 　　　
Cheers!

　みなさん、こんにちは！ 
　西原村の新しいＡＬＴ（英語指導助手）、ジェイソン・スコット・
ペナー（ジェイ・ペナー）です。カナダ、マニトバ州の小さな都市、
ウィニペグから来ました。西原村に来ることができ、とてもうれし
く思います。家族は、父・母・妹のジャネッサの４人家族です。 
　私は自然が好きなので、西原村のようにきれいな場所で仕事がで
きて、とてもうれしいです。多くの方にお会いして、友達になれる
ことを楽しみにしています。どうぞ恥ずかしがらずに英語や日本語
で声をかけてくださいね！皆さんにお会いできるのを楽しみにして
います。それでは！ 

河上 聖子 

セ
ブ
ン
シ
ス
タ
ー
ズ 

新連載 

ジェイソン  
スコット ぺナー 
Jason　Scott 
Penner 
出身：カナダ 
年齢：22歳 
趣味：バレーボール、
　　　音楽、読書、
　　　スノーボード 

　西原のみなさん、こんにちは。そちらの夏はいかがで
すか？ここ最近、ロンドンにもやっと夏の日差しが到来
しました。日中の気温は24～25度。日本のような蒸し暑
さは全くないですが、日差しは日本の倍くらい強いよう
に思われます。 
　本格的な夏到来ということで、街中のあちこちでイベ
ントが開催されています！この時期有名なのがBBCのプ
ロムス（音楽祭）です。約2ヶ月間にわたり毎晩クラシッ
クコンサートが楽しめます。そのほか公園などで無料の
野外コンサートや映画上映、ロンドンっ子が大好きなビ
ール祭りなど、短い夏をおもいっきり楽しめるようにな
っています！ 
　私も、夏を満喫するためロンドンから電車で1時間位の
Brighton（ブライトン）という海辺の町に行ってきました！
海は冷たいので泳ぐには適していませんが、ビーチは日
光浴を目的にきた人々で賑わっていました。 

　さらに足をのばしてセブ
ンシスターズという海岸沿
の白亜の絶壁も見に行って
きました。真っ青な空と真
っ白な壁のコントラストは
すばらしいものでした！ロ
ンドンの夏は最高です♪ 

じぃちゃん、ばぁちゃん、おいたんいつ
もありがとう！これからもあそんでネ。 

良美さん（秋田） 

ジェイ ペナー 

Jay Penner
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いのちの教育 
教育委員会 279-4424

外国人の人権 外国人の人権 外国人の人権 

～ 現 状 ～ 
　国際社会にあっても、外国人というだけの理由で、アパートやマンシ

ョンの入居を拒否されたり、飲食店などで入店を断られたりするなど、

さまざまな問題に直面しています。 

人権啓発資料「スマイルハーモニー」より 
コッコロ 

熊本県人権センター　 
　　　096－384－5822 
くまもと国際相談コーナー 
　　　096－385－4488

　国際化時代を反映して、日本に在留する外国人

は、年々増加しています。熊本県においても、外

国人登録に基づき登録されている方は、平成15

年12月末で7,700人を超えました。 

　国籍別に見ると、中国、韓国・朝鮮、フィリピ

ンといった国籍の方が70％以上を占めていますが、

ヨーロッパや南北アメリカ、アフリカなど、さま

ざまな地域の方々がいらっしゃいます。 

　このような国際社会にあっても、外国人という

だけの理由で、アパートやマンションの入居を拒

否されたり、飲食店などで入店を断られるなど、

外国の方々はさまざまな問題に直面しています。 

　熊本県庁の国際課と、熊本市国際交流振興事業

団（熊本市国際交流会館）には、熊本県内で暮ら

す外国人のための相談窓口が設置してありますが、

あわせて、年間約1,000件の相談が寄せられてい

ます。 

　相談の内容は、日常生活で必要な情報をはじめ、

労働、婚姻、医療、福祉に関する問題など多岐に

渡っています。言いかえれば、日本で生活してい

くことに、言葉の問題をはじめ、さまざまな不安

や心配を抱えている外国の方々がいかに多いかと

いうことです。 

　海外の方々との交流だけでなく、身近な生活の

中でお互いを理解しあうことが国際化の第一歩で

す。多様な文化や習慣を尊重し、国籍や民族に関

わらず、すべての人々の人権が尊重される共生社

会の実現が求められているのです。 

　
明
治
10
年
の
西
南
戦
争
に
関
す
る
記
録
と
し

て
、
益
城
町
の
有
力
者
だ
っ
た
陣
又
五
郎
が
、

軍
夫
を
率
い
て
高
千
穂
に
入
り
天
岩
戸
神
社
東

本
宮
ま
で
来
る
と
、
武
士
を
発
見
し
、
薩
軍
の

敗
兵
と
見
て
声
を
か
け
る
と
、
又
五
郎
を
い
き

な
り
斬
り
殺
し
ま
し
た
。 

　
武
士
は
軍
夫
た
ち
を
付
近
の
土
蔵
に
押
し
込

め
、
出
れ
ば
斬
る
と
脅
し
「
ま
す
だ
そ
う
た
ろ

う
」
と
名
乗
っ
て
去
っ
た
と
い
う
。
蔵
を
出
た

軍
夫
た
ち
は
故
郷
に
帰
っ
た
が
、
軍
律
に
よ
り

「
逃
走
」
と
し
て
処
罰
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る

た
め
、
帰
郷
を
秘
匿
し
、
又
五
郎
を
死
な
せ
た

後
ろ
め
た
さ
も
あ
っ
て
か
、
事
実
を
又
五
郎
の

家
族
に
伝
え
ま
せ
ん
で
し
た
。 

　
や
が
て
、
共
に
脱
走
帰
郷
し
た
隣
村
の
河
原

の
軍
夫
か
ら
も
れ
た
噂
に
よ
り
妻
の
知
る
と
こ

ろ
と
な
り
、
下
男
を
つ
れ
て
高
千
穂
を
訪
ね
、

埋
葬
さ
れ
た
死
体
を
掘
り
起
こ
し
、
夫
の
首
を

落
と
し
て
持
ち
帰
っ
た
と
い
い
ま
す
。 

　
つ
ま
り
こ
の
石
の
御
守
り
は
、
１
３
０
年
の

時
を
経
て
発
見
さ
れ
た
も
の
で
す
。
星
田
地
区

出
身
者
が
本
来
の
持
ち
主
で
あ
る
こ
と
は
間
違

い
な
く
、
又
五
郎
の
死
を
悼
ん
で
、
高
千
穂
の

地
に
置
い
て
き
た
の
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
し

て
、
高
齢
者
の
聞
き
取
り
調
査
を
は
じ
め
各
種

調
査
の
結
果
、
持
ち
主
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
方

を
特
定
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

　
ち
な
み
に
陳
又
五
郎
は
、
島
原
の
乱
で
天
草

四
郎
を
討
ち
取
っ
た
陣
氏
の
子
孫
で
あ
り
、
増

田
宗
太
郎
は
、
薩
軍
中
津
隊
の
隊
長
で
あ
り
、

福
沢
諭
吉
の
従
兄
弟
で
す
。 

「幸福論」ヒルティ 

人を不安にするのは、事柄その
ものではなく、むしろそれに関
する人の考え方である 

「エミール」ルソー 

理性、判断力は、ゆっくりと歩
いてくるが、偏見は群れをなし
て走ってくる 

｢

石
の
御
守
り｣

ー
番
外
編
ー 
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熊
本
県
林
業
振
興
課
県
産
材
利
用 

推
進
室
か
ら
の
お
知
ら
せ 

引
揚
者
の
み
な
さ
ま
へ
　 

通
貨
・
証
券
等
を
返
還
し
て
い
ま
す 

　
税
関
で
は
、
終
戦
後
、
外
地
か
ら
引

き
揚
げ
て
来
ら
れ
た
方
々
か
ら
お
預
か

り
し
た
通
貨
や
証
券
類
を
お
返
し
し
て

い
ま
す
。
お
返
し
す
る
通
貨
な
ど
は
次

の
も
の
で
す
。 

①
終
戦
後
、
外
地
か
ら
引
き
揚
げ
て
来

ら
れ
た
方
々
が
、
上
陸
地
の
税
関
・

海
運
局
に
預
け
ら
れ
た
通
貨
・
証
券

な
ど 

②
外
地
の
集
結
地
に
お
い
て
、
総
領
事

館
・
日
本
人
自
治
会
な
ど
に
預
け
ら

れ
た
通
貨
・
証
券
な
ど
の
う
ち
、
そ

の
後
日
本
に
返
還
さ
れ
た
も
の 

　
お
預
か
り
し
た
通
貨
な
ど
の
半
数
以

上
は
返
還
の
お
申
し
出
が
な
く
、
現
在

も
税
関
に
保
管
さ
れ
た
ま
ま
に
な
っ
て

い
ま
す
。 

　
こ
れ
ら
の
返
還
に
つ
い
て
は
、
ご
本

人
だ
け
で
な
く
、
ご
家
族
の
方
も
請
求

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
お
心
当
た
り

の
方
は
、
お
気
軽
に
税
関
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス 

h
ttp
://w
w
w
.cu
sto
m
s.g
o
.jp
/ 

n
ag
asaki/ 

【
問
合
せ
先
】 

　
長
崎
税
関
監
視
部 

０
１
２
０
‐
８
２
８
‐
６
８
０ 

平
成
19
年
度
第
２
回
危
険
物
取 

扱
者
試
験
の
お
知
ら
せ 

「
く
ま
も
と
県
民
木
材
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
」

の
お
知
ら
せ 

　
木
材
の
ぬ
く
も
り
や
優
し
さ
に
触
れ

て
木
材
の
良
さ
を
実
感
し
、
県
民
が
県

産
木
材
利
用
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
た

だ
く
こ
と
を
目
的
に
、「
く
ま
も
と
県
民

木
材
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
」が
９
月
22
日（
土
）

か
ら
23
日（
日
）ま
で
、
グ
ラ
ン
メ
ッ
セ

熊
本
で
開
催
さ
れ
ま
す
。 

　
木
材
関
係
団
体
な
ど
の
展
示
、
住
宅

に
関
す
る
相
談
会
や
、
木
工
教
室
、
木

製
遊
具
コ
ー
ナ
ー
な
ど
、
ご
家
族
で
楽

し
め
る
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

入
場
料
は
無
料
で
す
。 

 

「
第
13
回
熊
本
県
木
材
利
用
大
型
施
設

コ
ン
ク
ー
ル
」
の
募
集 

　
熊
本
県
で
は
、
県
産
木
材
を
利
用
し

た
施
設
な
ど
を
表
彰
す
る
熊
本
県
木
材

利
用
大
型
施
設
コ
ン
ク
ー
ル
を
毎
年
開

催
し
て
い
ま
す
。
現
在
コ
ン
ク
ー
ル
出

品
施
設
を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

　
募
集
対
象
は
、
県
産
材
を
利
用
し
た

竣
工
後
３
年
以
内
の
施
設
で
、
一
般
の
方
々

に
公
開
が
可
能
で
、
次
に
掲
げ
る
も
の
。 

・
延
べ
床
面
積
が
概
ね
３
０
０
㎡
以
上

の
大
型
施
設
。 

・
面
積
に
関
係
な
く
、
木
材
の
利
用
分

野
の
拡
大
や
普
及
啓
発
効
果
の
あ
る

施
設
。 

・
面
積
に
関
係
な
く
、
先
駆
的
な
工
法

の
採
用
等
に
よ
る
施
設
。 

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ

下
さ
い
。 

【
問
合
せ
先
】 

　
熊
本
県
林
業
振
興
課
県
産
材
利
用
推
進

室 

０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
４
４
８ 

　
熊
本
県
知
事
の
委
任
に
係
る
平
成
19

年
度
第
２
回
危
険
物
取
扱
者
試
験
を
次

の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。 

と
き
　
11
月
18
日（
日
） 

試
験
地
　
熊
本
市
、
八
代
市
、
天
草
市 

試
験
の
種
類
　 

・
甲
種
・
乙
種
第
１
〜
６
類
・
丙
種 

受
験
願
書
請
求
先 

（
財
）
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
熊
本

県
支
部
及
び
最
寄
り
の
消
防
本
部 

受
付
期
間 

９
月
19
日（
水
）〜
26
日（
水
） 

【
問
合
せ
先
】 

（
財
）消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
熊
本
県

支
部 

０
９
６
‐
３
６
４
‐
５
０
０
５ 

第
６
回「
ふ
る
さ
と
九
州
の
森
林 

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」作
品
募
集 

　
私
た
ち
の
暮
ら
し
を
育
み
、
様
々
な

働
き
を
し
て
い
る
森
林
。
そ
の
魅
力
や

美
し
さ
に
対
す
る
関
心
や
理
解
を
深
め

て
頂
く
た
め
、
里
山
か
ら
奥
山
ま
で
あ

な
た
が
愛
す
る
「
ふ
る
さ
と
九
州
・
沖

縄
の
森
林
」
の
写
真
を
募
集
し
ま
す
。 

応
募
締
切
　
11
月
20
日（
火
）必
着 

応
募
規
定
　
作
品
は
自
作
・
未
発
表
の

作
品
に
限
り
、
撮
影
対
象
は
九
州
・
沖

縄
の
森
林
に
限
る
。 

　
そ
の
他
の
詳
細
に
つ
い
て
は
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
。 

【
問
合
せ
先
】 

　
九
州
森
林
管
理
局 

０
９
６
‐
３
２
８
‐
３
６
０
０ 

 

　「
国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ
ム（
ｅ

‐
Ｔ
ａ
ｘ
）」を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、

国
税
に
関
す
る
各
種
手
続（
①
所
得
税
、

法
人
税
、消
費
税
、酒
税
及
び
印
紙
税
の

申
告
、②
全
税
目
の
納
税
、③
法
定
調
書

提
出
な
ど
の
申
請
・
届
出
等
）が
自
宅
や

事
務
所
に
い
な
が
ら
に
し
て
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
等
で
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス 

h
ttp
://w
w
w
.e-tax.n

ta.g
o
.jp

ご
存
じ
で
す
か
？
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ 

も
　
り 
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怒り 

「身の丈の怒りと行動」 

役場各課・係 
直通ダイヤル 
役場各課・係 
直通ダイヤル 

※土日、祝祭日は 

　　　　　　　へお願いします。 279-3111

ｊ
ｏ
ｂ 

ｎ
ａ
ｖ
ｉ 

２
０
０
７  

学
生
等
就
職
面
接
会
の
開
催 

 

平
成
19
年
度
後
期
技
能
検
定
の 

お
知
ら
せ 

 

全
国
一
斉「
司
法
書
士
・
土
地 

家
屋
調
査
士
」無
料
相
談
所 

〈総務課〉 
総務・財政係（代表） 
企画振興・情報政策係 

〈教育委員会〉 

〈議会事務局〉 

〈収入役室〉 

〈税務課〉 
税務係 
国民保険係 

〈産業課〉 
経済係（農業委員会） 
土木建築係 
地籍調査係 

〈住民課〉 
住民・環境衛生係 
健康福祉係 

〈にしはら保育園〉 

 
279-3111 
279-3112 

279-4424 

279-4364 

279-4394 

 
279-4395 
279-4389 

 
279-4396 
279-3114 
279-4417 

 
279-3113 
279-4397 

279-2054

　
技
能
検
定
は
、
働
く
方
々
の
有
す
る

技
能
を
一
定
の
基
準
で
検
定
し
、
国
と

し
て
証
明
す
る
技
能
の
国
家
検
定
制
度

で
す
。 

　
技
能
に
対
す
る
社
会
一
般
の
評
価
を

高
め
、
働
く
人
々
の
技
能
と
地
位
の
向

上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
職
業
能

力
開
発
促
進
法
に
基
づ
き
実
施
し
て
お

り
、
確
か
な
技
能
の
証
と
し
て
各
職
場

に
お
い
て
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。 

受
検
申
請
受
付
期
間
　 

10
月
１
日
（
月
）
〜
12
日
（
金
） 

　
試
験
日
や
実
施
予
定
職
種
等
の
詳
細

に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。 

【
問
合
せ
先
】 

　
熊
本
県
職
業
能
力
開
発
協
会 

０
９
６
‐
３
８
４
‐
１
７
１
１ 

　
毎
年
10
月
１
日
「
法
の
日
」
を
記
念

し
、
10
月
１
日
よ
り
７
日
間
を
「
相
談

週
間 

」
と
し
て
全
国
一
斉
に
登
記
等
無

料
相
談
所
を
開
設
し
て
、
県
民
の
皆
さ

ま
方
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。 

　
今
年
も
次
の
と
お
り
相
談
所
を
開
設

し
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。 

日
時
　
10
月
１
日
（
月
） 

　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時 

場
所
　
大
津
町
（
町
民
交
流
施
設
オ
ー

　
　
　
ク
ス
プ
ラ
ザ
） 

【
問
合
せ
先
】 

　
熊
本
県
司
法
書
士
会 

０
９
６
‐
３
６
４
‐
２
８
８
９ 

　
熊
本
県
土
地
家
屋
調
査
士
会 

０
９
６
‐
３
７
２
‐
５
０
３
１ 

子
育
て
中
の
人
の
た
め
の
再
就
職 

ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
コ
ー
ス 

　
熊
本
労
働
局
、
県
下
各
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
（
公
共
職
業
安
定
所
）、
熊
本
県
、
熊

本
市
の
共
同
主
催
に
よ
り
、
来
春
大
学

等
を
卒
業
予
定
の
就
職
未
決
定
者
及
び

既
卒
者
の
就
職
支
援
と
県
内
企
業
の
若

年
労
働
力
確
保
を
目
的
に
「
学
生
等
就

職
面
接
会
」
を
開
催
し
ま
す
。 

日
時
　
９
月
20
日（
木
）
13
時
〜
16
時 

場
所
　
興
南
会
館
（
熊
本
市
本
山
町
） 

参
加
事
業
所
　
熊
本
県
内
に
事
業
所
を

有
す
る
企
業
50
社 

対
象
求
職
者
　
大
学
・
短
期
大
学
・
高

等
専
門
学
校
・
専
修
学
校
を
来
春
卒
業

予
定
の
就
職
未
決
定
者
及
び
卒
業
後
概

ね
３
年
以
内
の
未
就
労
者
（
平
成
20
年

３
月
高
校
卒
業
予
定
者
は
対
象
と
し
ま

せ
ん
）
。
事
前
申
込
み
不
要 

参
加
事
業
所
の
申
込
先 

事
業
所
管
轄
の
各
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク 

【
問
合
せ
先
】 

　
熊
本
労
働
局
職
業
安
定
課 

０
９
６
‐
２
１
１
‐
１
７
０
３ 

　
県
で
は
、
子
育
て
等
の
た
め
２
〜
３

年
後
の
就
職
・
再
就
職
を
希
望
す
る
方

を
対
象
に
、
就
職
に
必
要
な
技
術
の
修

得
を
目
的
と
し
た
講
習
会
を
県
民
交
流

館
パ
レ
ア
で
開
催
し
ま
す
。 

受
講
資
格
　
①
〜
⑦
を
全
て
満
た
す
方 

①
現
在
子
育
て
中
で
あ
る
②
２
〜
３
年

後
の
就
職
を
希
望
し
て
い
る
③
雇
用
保

険
受
給
の
対
象
外
で
あ
る
④
全
日
程
出

席
で
き
る
⑤
県
内
在
住
⑥
学
生
で
は
な

い
⑦
過
去
に
同
一
内
容
の
当
セ
ン
タ
ー

講
習
会
を
受
講
し
て
い
な
い 

内
容
　
10
月
18
日
〜
11
月
２
日
の
昼
間

12
日
間
。
簿
記
、
パ
ソ
コ
ン
、
キ
ャ
リ

ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
。
託
児
あ
り
。 

受
講
料
　
無
料
（
教
材
費
別
途
必
要
） 

定
員
　
20
人
（
選
考
に
よ
り
決
定
） 

申
込
日
時
　
９
月
12
・
13
日
の
10
時
〜

15
時
の
間
に
パ
レ
ア
へ
来
場
。 

【
問
合
せ
先
】 

　
パ
レ
ア
し
ご
と
相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー 

０
９
６
‐
３
５
５
‐
４
３
０
９ 
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西原村社会福祉協議会 

熊本県阿蘇郡西原村大字小森572

279-4141 
279-4140相談専用 
279-4388FAX

235号 ふれあいネットワーク ふれあいネットワーク 

　今、誰もが健康で安心して生きがいを持った生活を送ることのできる活力ある長寿社会を築くことが課題です。今後到来する超高
齢社会の中で高齢者自らが高齢期のあり方に関心と理解を深める取り組みを勧めていくことが必要であり、一人一人が家庭、地域社
会、職場、学校などで高齢者との関わりをこれまで以上に深めることが重要です。 

平成19年 90歳以上の方々です。（敬称略） 

香典返し 一般寄附 
　次の方 よ々り故人のご供養のため社会福祉協議会
に多額の寄附をいただきました。故人のご冥福をお祈
りしますと共に心からお悔やみ申し上げます。 

　この尊い浄財は、ご寄附いただきました各位の趣意に添う
べく、社会福祉のために有効に使用させていただきます。あ
りがとうございました。 
〔敬称略させていただき、掲載については承諾を得ています〕 

集落名 
古　閑 
下小森 
田　中 
秋　田 
田　中 
布　田 
星　田 
布　田 

故人氏名 
松永都美子 
小糸マサコ 
緒方　和雄 
古閑　正男 
緒方　マキ 
首藤　幸男 
竹内　武志 
丹波　一行 

遺族氏名 
松永　義廣 
小糸　　一 
緒方佐和子 
古閑エイコ 
緒方　武人 
首藤カジ子 
竹内　和博 
丹波ツギ子 

集落名 

 

 

田　中 

田　中 

星　田 

氏　名 

匿　名 

匿　名 

緒方佐和子 

緒方　武人 

竹内　和博 

金　　額 

10,000円 

100,000円 

300,000円 

300,000円 

200,000円 

 

お 礼 
※社協では９月中旬（老人週間）に在宅で生活されておられる方々を訪問します。 

氏　名 集落 年齢 氏　名 集落 年齢 氏　名 集落 年齢 氏　名 集落 年齢 
片岡　　歌  

吉住　壽ト  

東　　重雄  

藤田シゲト  

橋本マツコ  

徳永レツ子  

大谷　藤枝  

岩本ヨシエ  

東田　嘉時  

緒方アイ子  

中村スミエ  

大久保トモエ 

米口　　賢  

藤本ツユカ  

高橋チヨノ  

山本　堅三  

東　ハナエ  

山部　信人  

小城　松代  

丹波タマ子  

河上ハヅヨ  

森井　橘蔵  

倉岡　竹生  

小城　タケ  

山口キヨ子  

坂田　　登  

中村キクエ  

秋吉キクノ  

緒方　武人  

上野　為次  

日置マツ子  

丹波シズエ  

工藤ミヨ子  

田上ヨシノ  

三輪　けい  

藤田サカエ  

福島　二枝  

渡邊ハツモ  

中村　正継  

坂田タマエ  

高橋ウメノ  

光永ハルエ  

久野スミエ  

山本ツモリ  

緒方ハツメ  

町本チヨメ  

吉川ハツメ  

渡邊　絹子  

中島ツギエ  

江村　　明  

内田　清範  

坂本　竹雄  

廣瀬アヤメ  

上野モモエ  

藤本　定行  

徳永シズヨ  

永田マツノ  

田原　典子  

坂本ハツエ  

岡本　治平  

緒方　タマ  

坂本　政喜  

古田　　涼  

斉藤アキ子  

小城　福松  

廣瀬フミ子  

下村　芳松  

日置チヨメ  

中村チトシ  

坂田タツエ  

坂本ハルモ  

青山　三造  

藤本　芳松  

田尻サカエ  

秋吉　サヤ  

志賀マツコ  

西田ツギエ  

川北　健次  

東　　敏光  

山崎　　房  

吉岡　成顕  

緒方カツメ  

大谷ミドリ  

片山　逸美  

山本キヨ子  

山内　トシ  

東 田 正 治  

廣瀬カ子ト  

緒方キクノ  

内田　至徳  

緒方スエヲ  

松 浦 チ ヨ  

片島　照巳  

宮田　光義  

曽我タツ巳  

坂田フサエ  

堀田トヨ子  

松下チヨメ  

瓜山　愛子  

廣瀬　雪枝  

木下ミヅエ  

長屋マツミ  

 

布 田  

門 出  

星 田  

下 小 森  

秋 田  

高 遊 西  

万 徳  

小 園  

布 田  

葛 目  

古 閑  

宮 山  

名 ヶ 迫  

下 小 森  

風 当  

緑 ヶ 丘  

新 所  

万 徳  

日 向  

布 田  

下 古 閑  

医 王 寺  

星 田  

日 向  

出 の 口  

くまもと長寿苑 

名 ヶ 迫  

宮 山  

田 中  

布 田  

上 鳥 子  

布 田  

西 原 台  

古 閑  

秋 田  

古 閑  

袴 野  

布 田  

名 ヶ 迫  

大 切 畑  

風 当  

馬 場  

日 向  

布 田  

　 滝 　  

万 徳  

下 小 森  

万 徳  

　 滝 　  

日 向  

布 田  

星 田  

万 徳  

布 田  

馬 場  

高 遊 中  

前 鶴  

化 粧 塚  

出 の 口  

高 遊 中  

田 中  

出 の 口  

高 遊 西  

宮 山  

日 向  

袴 野  

下 小 森  

上 鳥 子  

出 の 口  

下 小 森  

出 の 口  

下 小 森  

馬 場  

高 遊  

門 出  

布 田  

高 遊  

新 所  

下 小 森  

宮 山  

布 田  

布 田  

大 切 畑  

下 小 森  

布 田  

高 遊  

布 田  

出 の 口  

　 滝 　

布 田  

布 田  

星 田  

医 王 寺  

秋 田  

小 園  

　 滝 　  

西 原 台  

出 の 口  

瓜 生 迫  

袴 野  

袴 野  

下 小 森  

100 

99 

99 

99 

99 

98 

98 

98 

98 

97 

97 

97 

97 

97 

97 

97 

97 

97 

97 

97 

96 

96 

96 

96 

96 

96 

96 

95 

95 

95 

95 

95 

94 

94 

94 

94 

94 

94 

94 

94 

94 

93 

93 

93 

93 

93 

93 

93 

93 

93 

93 

92 

92 

92 

92 

92 

92 

92 

92 

92 

92 

92 

92 

92 

91 

91 

91 

91 

91 

91 

91 

91 

91 

91 

91 

91 

91 

91 

91 

91 

91 

91 

90 

90 

90 

90 

90 

90 

90 

90 

90 

90 

90 

90 

90 

90 

90 

90 

90 

90 

90 

90

氏　名 集落 年齢 

102名 

　在宅で生活されている中での最長寿の藤田シゲトさ
んと東田嘉時さん。“この世に二度と来れません。せっ
かく頂いた命、末長ごう生きらにゃなりません。”この前
向きな気持ちが長寿の秘訣のようです。（のぎく荘にて） 
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　８月“七夕”  ～良い人にめぐり会いますように～ 
　幅広い年齢層の灰床サロンでは“七夕飾り班”と“料理
教室班”に分かれて、手際よく作業が進んでいました。も
ちろん口が休まる暇はなく、終始笑いの渦。手口を充分
に動かし、おなかもすいたところで、老人会料理教室の
メニューを披露。地区にて活動を広めて頂いていました。 

　「ぬり絵」に精を出していらっしゃるのは小野サロン。
指導者の下、皆さん本格的な色塗りに挑戦されています。 
　この活動を地区の皆さんに知ってもらおうと、公民館
にはたくさんの作品が掲示され、来られる方の目を楽し
ませています。 

障害者自立支援センターにしはらたんぽぽハウス情報 

在宅介護者の会“のぎくの会” 身障者福祉協会より 

たんぽぽハウスにかわいいお客さん 

灰床サロン 灰床サロン 小野サロン 小野サロン 

TEL（279-4141） 

　今年の夏は暑いぞ～。たんぽぽハウスでは、緑ヶ丘・布田・

高遊・24時間テレビ・村夏祭りとたくさんの場所に出かけて

いき、地域の皆様と

ともに祭りに参加さ

せていただきまし

た。 

　ご協力いただいた

各地域の皆様ありが

とうございました。 

　毎年ワークキ

ャンプを社協で

行っております

が、今年もたん

ぽぽハウスに小

学校・中学校の

子どもたちが来

てくれました。 

　身障者地域座談会７月19日から８月７日まで村内11カ

所の公民館で行われました。行政より障害者福祉計画に

ついて話していただき、

身障協会についてや

作業所について、又、

防災についても皆様

の意見を聞くことがで

きました。 

　介護術を習得し、無理のない介護に繋げて行きたいと講師の先生

をお招きし、介護についてのワンポイントアドバイスを勉強。 

　その後肩こり・腰痛体操で身

体をほぐしスッキリリラックス！ 

　参加者からは、“あ～気持ち

良かった～”の声があちこちか

ら聞こえていました。 

暖かい義援金 
ありがとうございました 

暖かい義援金 
ありがとうございました 

暖かい義援金 
ありがとうございました 

暖かい義援金 
ありがとうございました 
　先日より、村内全域に募集して
おりました熊本県大雨災害義援金
ですが、個人６名、３団体、企業か
ら合計74,250円集まりました。 
　熊本県共同募金会を通じて、全
額美里町の被災者の方に届けさせ
ていただきました。 
　なお、新潟県中越沖地震の義援
金は随時募集しておりますので、
どうぞよろしくお願いいたします。 

　日頃から日本赤十字社の活動に対してご理解とご支援をいただき、誠にあり

がとうございます。 

　５月の運動月間に新たな社員の募集、社費、寄付のご協力をお願いしており

ましたが、本年度は下記のように合計1,170,800円のご協力をいただき、全

額日本赤十社字熊本県支部へ送金させていただきました。 

　送金しました社費は、ご存知のとおり、災害救護活動や救急法等講習活動事

業など幅広い日本赤十字社の事業活動の財源に使用されます。 

平成19年度 日本赤十字西原村分区社費報告 

平成19年度 

平成18年度 

163件 

177件 

302,500 

354,000

1,463件 

1,355件 

868,100 

820,800

200 

900

1,170,800 

1,175,700

特別社員数 社　費 一般社員数 社　費 寄　附 合　計 



　６月に農業委員会が
村内の遊休農地で花植
え運動を行ったヒマワ
リが、見事な花を咲か
せていました。見る人
を元気にしてくれる花
ですね。 

表
紙
説
明 

平成19年 

No.449

9
み

ど
りのほご　100％

再
生

紙

この印刷物は再生紙 
を利用しています。 

　とうがんは夏野菜ですが、冬まで冷暗
保存できるため「冬瓜」と名づけられま
した。主な栄養素はビタミンＣとカリウ
ムで、水分を多く含み利尿作用があり、
むくみや高血圧の改善に効果的です。ビ
タミンＣはストレスに対抗する副腎皮質
ホルモンの合成に欠かせません。夏の暑
さ対策にぴったりの食材です。 

｢

石
の
御
守
り｣ 

にしはら保育園　8月3日給食 

冬瓜と干しムキエビのスープ 

スポットライト スポットライト 

pot
Light
pot
Light
pot
Light

冬瓜 200ｇ／干しムキエビ（無着

色のもの） 20g／水 600cc 

調味料【鶏ガラスープ（コンソメ） 

適量／酒 少々／薄口しょうゆ 大

さじ1/2／塩 少々】小ねぎ 適量 

材
料 

（
大
人
４
人
分
） 

栄
養
価 

（
大
人
１
人
分
） 

エネルギー 
カリウム　 
カルシウム 
ビタミンＣ  

18kcal 
106mg 
290mg 
7mg

①干しムキエビは分量の水につけて戻しておく。 

②冬瓜は種とワタを取り除き、皮を厚めにむいてイチョウ切りにする。 

③①に②を入れて火にかけ、冬瓜がやわらかくなったら調味料で味つ

けし、小口切りのねぎを散らしてできあがり。 
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」で
す
。 

目
指
せ
！
上
位
入
賞 

阿
蘇
郡
市
民
体
育
祭「
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
」 

　
７
月
８
日
、
阿
蘇
市
の
会
場
を
中
心
に
第
61
回
阿
蘇
郡
市

民
体
育
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
球
技
種
目
の
ひ

と
つ
で
あ
る
「
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
」
に
西
原
村
役
場
か
ら
６
人

の
選
手
が
出
場
し
ま
し
た
。 

　
こ
の
６
人
は
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
経
験
者
で
、
こ
こ
何
年
も
競

技
か
ら
離
れ
て
い
た
も
の
の
、
再
び
ラ
ケ
ッ

ト
を
持
ち
西
原
村
代
表
と
し
て
試
合
に
挑
み

ま
し
た
。
結
果
は
、
残
念
な
が
ら
上
位
入
賞

は
果
た
せ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
一
戦
一
戦
を

全
力
で
戦
っ
て
い
る
姿
が
光
り
ま
し
た
。 

　
同
体
育
祭
の
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
団
体
は
、
２

人
１
組
で
、
男
子
３
組
・
女
子
１
組
・
壮
年

（
45
歳
以
上
、
女
子
も
可
）
１
組
の
５
組
編

成
で
す
が
、
今
年
は
男
子
３
組
の
み
の
出
場

で
し
た
。
来
年
こ
そ
は
５
組
揃
っ
て
の
出
場

が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

　
阿
蘇
郡
市
民
体
育
祭
は
、
毎
年
７
月
の
上

旬
の
日
曜
日
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
腕
に
覚
え

が
あ
る
方
、
現
在
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
を
さ
れ
て

い
る
方
、
是
非
出
場
し
て
み
ま
せ
ん
か
。 

【
問
合
せ
先
】
西
原
村
教
育
委
員
会 

２
７
９
‐
４
４
２
４ 


